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1. 経営成績・財政状態に関する分析 

（1）経営成績に関する分析 

① 当期の経営成績 

当連結会計年度における我が国経済は、政府、日銀による経済政策や金融緩和の推進により、円高の修正、企業

業績の回復などが見られ、株価上昇、デフレ脱却への期待感から景気は緩やかな回復傾向となりました。 

当業界におきましては、円安による輸出品の増加、消費税率引き上げによる特に耐久消費財関係の駆け込み需要

を背景として自動車、家電および住宅・建材関連は堅調に推移しました。 

このようななか当社グループは、自動車産業および建材産業は在庫調整も一巡し概ね堅調に推移したものの、液

晶関連向けは引き続き在庫調整等により厳しい状況となりました。東南アジア地区の販売は比較的堅調に推移しまし

た。 

このような結果、当連結会計年度の当社グループの売上高は 42,007 百万円（前期比 4.2％増）、経常利益は 647 百

万円（前期比 9.6％増）となりました。当期純利益は特別利益として固定資産売却益等が発生した事もあり 536 百万円

（前期比 294.8％増）となりました。 

 

② 企業集団のセグメント別の状況 

当社グループのセグメント業績は次のとおりであります 

日本 

日本は、上期に見られた在庫調整の動きが概ね一巡し、秋口以降は全般的に堅調に推移しました。 

部門別の概況として樹脂コンパウンド部門は、自動車産業向け、建材産業向けが夏場以降の回復により堅調に

推移しました。樹脂用着色剤部門は、自動車産業向けや建材産業向けが堅調に推移したものの、液晶関連向けで

は在庫調整の影響が大きく、全体としては計画を下回る結果となりました。最後に、加工カラー部門は、自動車産業

向け、建材産業向けが夏場以降回復傾向となりました。この結果、当連結会計年度の売上高は 23,269 百万円（前

期比 0.6％減）、営業利益は 237 百万円（前期比 73.7%増）となりました。 

 

東南アジア 

東南アジアは、第４四半期以降、堅調に推移していた車両関係の需要に一服感がみられたものの、円安の影響

もあり、当連結会計年度の売上高は、17,849 百万円（前期比 9.2％増）となりました。一方、営業利益は、第１四半期

におけるインドネシア第二工場建設に伴う追加工事費用の影響等から 321 百万円（前期比 14.2％減）となりました。 

 

その他 

その他は、第２四半期以降、中国での日系自動車関連の緩やかな回復を受け、黒字に転じ、当連結会計年度の

売上高は、888 百万円（前期比 61.2％増）、営業利益は、19 百万円（前期営業損失 33 百万円）となりました。 
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③ 次期の見通し 

わが国の景気先行きについては、当面消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により弱さが残るものの、次

第にその影響が薄れ、各種政策の効果が発現するなかで、緩やかに回復していくことが期待されます。ただし、引き

続き中国経済の弱含みや欧州政情不安定等もあり、海外景気の下振れリスクも懸念されます。 

このような状況の中、当社グループは、業務の効率性を高めて更なる合理化を推進することで企業体質の強化を

図るとともに、業績向上に向けて営業活動・技術力の強化、高付加価値品の拡販、環境への対応と高品質の維持・

向上に努めてまいります。また、エンドユーザーの海外移管の流れを睨み、国内生産体制の見直しを推進すると共

に、新たな拠点展開を含めた海外での需要補足に努めてまいる所存です。 

 

（2）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産は 25,513 百万円と前期末の 24,208 百万円に比べ 1,304 百万円の増加となりました。 

資産のうち流動資産は 13,134 百万円と前期末の 12,709 百万円に比べ 424 百万円の増加となりました。この主な要

因は受取手形及び売掛金が 689 百万円、製品が 221 百万円増加し、現金及び預金が 701 百万円減少したことなど

によるものです。 

固定資産は 12,379 百万円と前期末の 11,499 百万円に比べ 879 百万円の増加となりました。この主な要因は有形

固定資産が 259 百万円増加し、投資有価証券が株価の上昇により 482 百万円増加したことなどによるものです。 

負債合計は 14,099 百万円と前期末の 13,775 百万円に比べ 324 百万円の増加となりました。負債のうち流動負債

は 10,642 百万円と前期末の 10,567 百万円に比べ 75 百万円の増加となりました。この主な要因は支払手形及び買掛

金が 240 百万円増加し、関係会社整理損失引当金が 180 百万円減少したことなどによるものです。 

固定負債は 3,456 百万円と前期末の 3,207 百万円に比べ 249 百万円の増加となりました。この主な要因は退職給

付引当金が 179 百万円減少し、退職給付に係る負債を 510 百万円計上したことなどによるものです。 

純資産合計は 11,414 百万円と前期末の 10,433 百万円に比べ 980 百万円の増加となりました。この主な要因は為

替換算調整勘定が 579 百万円増加したことなどによるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

701 百万円減少し、2,077 百万円となりました。 
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計期間において営業活動による資金の収入は前期と比べ 1,010 百万円減少し、231 百万円となりました。こ

れは、税金等調整前当期純利益が 747 百万円で前期と比べ 486 百万円増加したものの、売上債権、棚卸資産が増加

したこと等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計期間において投資活動による資金の支出は前期と比べ 658 百万円減少し、734 百万円となりました。これ

は、有形固定資産の取得による支出が前期と比べ 541 百万円減少したこと等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計期間において財務活動による資金の減少は 392 百万円となりました。前期は 236 百万円の増加でした。 
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

平成 22 年 3 月期 平成 23 年 3 月期 平成 24 年 3 月期 平成 25 年 3 月期 平成 26 年 3 月期

自己資本比率（％） 35.3 38.5 38.2 40.3 41.5 

時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率（％） 17.2 19.3 15.8 13.9 15.2 

ｷｬｯｼｭﾌﾛー対有利子負債比率（年） 5.1 3.6 8.2 5.1 26.8 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ・ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ・ﾚｼｵ（倍） 8.9 12.9 6.4 11.6 2.2 

自己資本比率 ： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産 

キャッシュフロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注 1） いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

（注 2） 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注 3） キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。 

（注４） 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。 

 

（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

配当政策といたしましては、株主の皆様への安定配当の継続を基本として、業績および経営基盤強化のための内

部留保を勘案して行うこととしております。 

内部留保資金につきましては、経営環境の変化に対応すべく、コスト競争力を高めつつ付加価値の高い製品の研

究開発、既存事業の活性化等へ有効投資し、企業体質の強化に努める所存でございますので、将来的には利益の

向上を通して株主の皆様に還元できるものと考えております。 

当期の期末配当金につきましては、国内の業績が上半期は需要先の在庫調整の影響を受けましたが、自動車産

業、建材産業向け等での需要回復もあり堅調に推移したことから株主の皆様のご支援に応えるため、当初のとおり１

株当たり 8 円を予定しております。なお、次期の期末配当金につきましては、１株当たり 8 円とさせていただく予定で

す。 

  

 

2. 経 営 方 針 

（1）会社の経営の基本方針 

当社グループは、全役職員が共有する経営理念を次のとおり策定し、人と自然環境の融合を理念においた製品づ

くりを目指しております。 

・ 色彩を通じて、ゆとりのある生活をみなさまに提供し、社会の繁栄に寄与します。 

・ グローバリゼーションの中で、地域社会との調和と共生を目指します。 

・ 技術革新・サービス向上に努め、お客様のニーズに合った環境に配慮した高品質の製品作りを目指します。 

・ 個性溢れる人材を育成し、創造性豊かで活力のる企業集団を目指します。 

当連結会計年度は上記に掲げました経営理念の下、企業の成長と収益力の追求によって企業基盤を一層強固な

ものにすることで、株主の皆様のご期待に応えるとともに企業としての社会的責任を果たすことを経営の基本方針とし

ております。 
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（2）目標とする経営指標 

当社グループは、事業の発展と安定を図るとともに経営体質の強化を最重要と考え、健全で強固なバランスシート

の構築に努めております。樹脂コンパウンド加工技術から製品開発までコア技術を強化し、付加価値の高い製品づく

りを推進するとともに、より積極的な営業活動を展開しながらお客様に喜ばれる製品を提供しております。経営指標と

しては株主価値の向上を図るべく、株主資本利益率（ＲＯＥ）を掲げており、連結ＲＯＥ 10％以上を安定的に維持する

ことを目標としております。 

 

（3）中長期的な会社の経営戦略と会社の対処すべき課題 

当業界におきましては、需要家の海外への生産移管の動きは継続しており、それに伴う国内生産の伸び悩みや原

料価格の高止まり等を背景に価格競争が激しくなる一方で、品質の要求はさらに高まり、環境に対する関心もこれま

で以上に増すものと思われます。こうしたなかで、当社グループは当社製品の競争力を高めつつ営業活動を積極的

に展開してまいります。加えて、強固な内部統制システム構築を通じて業務の適正化と効率性の確保に努めることに

より、全体としての経営体質強化を図ってまいります。 

 

・ 生産面につきましては、生産プロセスや生産体制を徹底的に見直し、コスト競争力においても優位性の確立を

目指します。また、さらなる品質の向上を図ることで、より一層の顧客満足度を高めることに努めてまいります。  

・ 製品開発につきましては、当社の基幹である色彩を基礎とし地球環境に配慮した製品の開発、高度分散技術

による高付加価値製品の開発などを行い、新製品を市場に投入してまいります。  

・ 財務面につきましては、引き続き有利子負債の圧縮、資金効率の改善を進めるとともに、有利な資金調達を行

って、財務体質の強化を図る一方、成長の糧となる設備投資にも経営資源を投入してまいります。  

・ 環境問題につきましては、「地球環境の保全は、人類の幸福のための要件である」との基本理念のもとに、従来

から社内外に環境方針を公表し、環境保全に積極的に取り組んでおります。また、ＩＳＯ１４００１認証を当社各

工場及び主要国内子会社において取得しております。 
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（５）　【連結財務諸表に関する注記事項】
　　　

（継続企業の前提に関する注記）

　　　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　　　 【退職給付に関する会計基準の適用】

　「退職給付に関する会計基準」　（企業会計基準第26号　平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び「退職給付に

関する会計基準の適用指針」　（企業会計基準適用指針第25号　平成24年5月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を当連結会

計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職

給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異を退職給

付に係る負債に計上しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度末に

おいて、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しております。

　この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が510,165千円計上されております。また、その他の包括利益累計額

が298,299千円減少しております。

（セグメント情報）

1.報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及

び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、主に合成樹脂着色及び着色剤の製造販売をしており、国内においては当社が、海外においては東南アジア(ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、

ﾏﾚｰｼｱ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）地域をNippon Pigment（Ｓ）Pte.Ltd.、Nippon Pigment(M)Sdn Bhd、P.T.Nippisun Indonesia の現地法人が担当

しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位でありますが、Nippon Pigment(S)Pte.Ltd.が東南アジア地区子会社の包括

的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社は、合成樹脂着色及び着色剤の製造販売を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「東南

アジア」の2つを報告セグメントとしております。

2.報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

前連結会計年度（自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日） (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

外部顧客への売上高 23,406,996 16,339,039 39,746,036 551,226 40,297,263 - 40,297,263

セグメント間の内部売上高 129,772 24 129,796 7,235 137,032 △ 137,032 -

23,536,769 16,339,064 39,875,833 558,462 40,434,295 △ 137,032 40,297,263

セグメント利益又は損失（△） 136,817 374,699 511,516 △ 33,479 478,036 - 478,036

(注） 1.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　　

2.　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当連結会計年度（自　平成25年4月1日　至　平成26年3月31日） (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

外部顧客への売上高 23,269,414 17,849,255 41,118,669 888,648 42,007,318 - 42,007,318

セグメント間の内部売上高 153,249 525 153,775 25,380 179,156 △ 179,156 -

23,422,663 17,849,781 41,272,444 914,029 42,186,474 △ 179,156 42,007,318

セグメント利益 237,697 321,231 558,929 19,595 578,524 - 578,524

(注） 1.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

2.　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　

連結損益計算書
計上額（注2）

連結損益計算書
計上額（注2）

その他
（注1）

合計 調整額

報告セグメント

報告セグメント

計

計

調整額
その他
（注1）

合計
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額 620.39円 １株当たり純資産額 674.49円

１株当たり当期純利益 8.65円 １株当たり当期純利益 34.17円

(注） 1.　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

2.　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

連結損益計算書上の当期純利益（千円） 135,976 536,867

普通株式に係る当期純利益（千円） 135,976 536,867

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,714 15,711

（重要な後発事象）

　　当社は、平成25年12月19日に開催された取締役会において、本社移転と本社建物および土地借地権の譲渡を決議致しました。

　なお、譲渡の概要は以下のとおりであります。

 １. 　譲渡先　 ：株式会社イーグランド

 ２ .　譲渡金額：110,000千円

 ３ .　譲渡利益： 71,095千円

 ４ .　譲渡時期：平成26年４月22日

　　至　平成26年3月31日）

前連結会計年度

（自　平成24年4月1日

　　至　平成25年3月31日）

項目 　　至　平成25年3月31日）

　　至　平成26年3月31日）

（自　平成25年4月1日

（自　平成25年4月1日

当連結会計年度

当連結会計年度

前連結会計年度

（自　平成24年4月1日
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